
先端科学技術研究科・研究領域の概要

研究科の目的

先端科学技術の確かな専門性とともに、幅広い視野や高い
自主性、コミュニケーション能力を持つ、社会や産業界の
リーダーを育成すること。

世界や社会の課題を解決する研究に挑戦し、卓越した研究
拠点を形成すると同時に、多様な基礎研究により新たな領
域を開拓し、研究成果の社会還元を積極的に行うこと。
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先端科学技術研究科には10の研究領域があり、学問分野の枠を超えた活動を行います。

※令和8年4月、研究領域の名称等が以下のとおり一部変更となります。
令和7年10月入学希望者は、右記QRコードから研究領域をご確認ください。

私達は、人類社会のための「知」を開拓することを目指して、データ社
会、メディア、文化についての科学技術を理論から実践にわたり研究しま
す。人間知性がもつ創造的想像力を活用し、1）ビッグデータを用いた
AI・計算シミュレーション、かつ人間の洞察力・想像力を組み合わせた
革新的な知識発見・共創の基礎研究、2）人間の想像的行動を支援する
メディア、ソーシャルメディア、ヒューマンインタラクション、および、深い
学び・技能獲得・生活を支援する人間中心メディアの研究、3）これら研
究を組み合わせて、個人・グループ・組織、そして、知識社会・文化・地
球に存在する社会課題の探求・解決型の研究に取り組みます。

データ社会メディア研究領域
「知」の冒険！未来のデータ科学、メディア、文化の開拓
創造的想像力を用いた心と体・IT・社会システムの探求

知識科学、データ科学、インタラクション、サイバネティックス、
AI、マルチメディア、AR/MR/VR、意思決定科学、心理学、
認知科学、教育工学、分析哲学、数理科学、環境科学、
システム科学、ネットワーク科学、文化進化、行動変容、
CSCW、創造性、集合知、STEAM教育

キーワード

研究領域の概要

世の中には解かなければならない課題が山積していますが、コンピュー
タを使えば、どんな問題でもたちどころに解決できるというわけではありま
せん。たとえスパコンを使っても、原理的に解けない問題もあれば、宇宙
の寿命よりも長い時間をかけないと解けない問題もあります。バグのない
プログラムを正しく作成して、膨大なデータから意味のあるデータだけを
取り出して、本当に必要とする答えを妥当な時間で手に入れるには、どう
したらよいのでしょうか。こうした計算の安全性や正当性、妥当性はどのよ
うに保証したらよいのでしょうか。
本研究領域は、情報科学の観点から、コンピュータサイエンス、数学、
人工知能、データサイエンスおよびその他関連分野を基礎理論から応用
に到るまで、横断的に研究・教育する学際的な研究領域であり、コン
ピューティング分野や人工知能の進化を推進することを目指しています。

コンピューティング科学研究領域
計算を科学し、計算できることの限界を知り、
膨大なデータから正しい結論を導く方法を明らかにする

研究領域の概要

すべての科学技術の発展の裏には、計算機システムとネットワーク、す
なわちICT（Information and Communications Technology：情報
通信技術）の大幅な進歩があります。また、ICT投資が企業業績と密接
な関係があることも判明し、我が国の成長戦略の中心に位置づけられる
ようになってきました。こうした動きは、今後のIoT（Internet of Things）
化により、日常生活の基盤が「スマート社会基盤」となりICTシステムへ
の依存度を増すにつれ、ますます進むものと思われます。本領域では、
ICTシステムの根幹となる基盤技術の教育研究を推進しており、人材育
成や学術的な成果はもとより、産業界への貢献、標準化活動、政府の政
策決定に至るまで幅広く社会に貢献しています。

次世代デジタル社会基盤研究領域
未来の社会を実現し、人類の発展を支える
次世代情報システムの研究を推進

研究領域の概要

　本研究領域は、深層学習や大規模言語モデルに基づき発展してきた
知能情報処理（AI）技術を深化させ、「深い理解や洞察力、価値判断、
倫理的な思考」を備える知性を科学し、人間の判断・意思決定・思考能
力・学習能力・共感・非認知能力・創造力を含む多面的な知性を拡張さ
せることを目指します。数値化・測定が難しい知性の原理や要素を明ら
かにする基礎研究を実施するとともに、先端科学技術を融合し、実世界
における暗黙知や知性を構造化し、知性の実現に向けたAI研究を深化
させることで、人類の知性を拡張するための方法論を確立します。具体的
なテーマとして人間の感情や感覚のモデルに基づき対話や協調作業を行
う知能処理の研究、人間とマルチモーダルなインタラクションを通じて
ユーザーの個性に適応する対話ロボット、触覚を認識し再現・生成する
次世代のソフトロボティクス基盤、自律駆動による科学研究プロセスの自
動化、批判的思考を育む支援技術の研究、人類の知性を拡張する技術
に関する研究を推進します。

AI 知性研究領域
人類の深遠な知性を解き明かし、
共に成長するAIを研究することで、
人類の知性を飛躍的に高める

研究領域の概要

　本学は過去30 年にわたり、組織の最重要経営資源である知や知能の創造
とそれに基づく経営について研究・教育してきました。人工知能や各種ロボティ
クスの高度化で人間の能力をはるかに超える情報処理が可能になった今日、
組織の最重要経営資源は、そうした先端科学技術を駆使して、注意や推論を
用いて環境を捉え、適応・創造を目指す志向性（Intellect/知性）、自由・平和・
ウェルビーイング等、人類が追究する価値のあること（共通善）への創造的構
想実践力（Human wisdom/人類知性）に移っています。本研究領域は、前
身のトランスフォーマティブ知識経営研究が蓄積してきた、ウェルビーイングを
実感・追求できる社会構築のための変革的資源としての知識研究を高度に発
展します。そして知性を分析単位に、個人から組織やネットワーク、国家・地
球に至るまで、対象となるシステムや制度に発生する課題を捉え、その課題を
解決するための知性の創造・評価・デザインを研究します。

社会システムマネジメント研究領域
知性が組織を変え、社会を動かす
研究を通じて、人類知性の最前線へ
理論と実践で、新たな時代をデザイン

研究領域の概要

情報科学、暗号と情報セキュリティ、数理論理学、人工知能、
定理自動証明、形式手法、理論計算機科学、データサイエンス、
分散システム、アルゴリズム、情報理論

キーワード

知性科学、知性の計算理論、AI for Science、人間中心
AI、ヒューマン-AIインタラクション、知識構造化、自然言語処
理、マテリアルズインフォマティクス、ソフトロボティクス、フィジ
カルインテリジェンス、コンピュータグラフィックス、画像生成
AI、人間拡張、マルチモーダルインタラクション、社会的信号
処理

キーワード

スマートシティ、サイバーセキュリティ、IoT、インターネット、情
報システム、組込みシステム、ソフトウェアエンジニアリング、
形式手法、次世代ワイヤレス・センサー通信、超LSI設計法、
AIプラットフォーム

キーワード

知識マネジメント、技術経営、サービス経営、先端科学技術政
策、人類知性、システムデザイン、ウェルビーイング、公共の知
性、リスクイノベーション、災害マネジメント、都市計画、サステ
ナビリティ、循環経済、資源マネジメント、サービスデザイン人類
学、医療政策、ビジネスエスノグラフィ

キーワード



先端科学技術研究科・研究領域の概要

研究科の目的

先端科学技術の確かな専門性とともに、幅広い視野や高い
自主性、コミュニケーション能力を持つ、社会や産業界の
リーダーを育成すること。

世界や社会の課題を解決する研究に挑戦し、卓越した研究
拠点を形成すると同時に、多様な基礎研究により新たな領
域を開拓し、研究成果の社会還元を積極的に行うこと。
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先端科学技術研究科には10の研究領域があり、学問分野の枠を超えた活動を行います。

※令和8年4月、研究領域の名称等が以下のとおり一部変更となります。
　令和7年10月入学希望者は、右記QRコードから研究領域をご確認ください。

　私達は、人類社会のための「知」を開拓することを目指して、データ社
会、メディア、文化についての科学技術を理論から実践にわたり研究しま
す。人間知性がもつ創造的想像力を活用し、1）ビッグデータを用いた
AI・計算シミュレーション、かつ人間の洞察力・想像力を組み合わせた
革新的な知識発見・共創の基礎研究、2）人間の想像的行動を支援する
メディア、ソーシャルメディア、ヒューマンインタラクション、および、深い
学び・技能獲得・生活を支援する人間中心メディアの研究、3）これら研
究を組み合わせて、個人・グループ・組織、そして、知識社会・文化・地
球に存在する社会課題の探求・解決型の研究に取り組みます。

データ社会メディア研究領域
「知」の冒険！ 未来のデータ科学、メディア、文化の開拓
創造的想像力を用いた心と体・IT・社会システムの探求

知識科学、データ科学、インタラクション、サイバネティックス、
AI、マルチメディア、AR/MR/VR、意思決定科学、心理学、
認知科学、教育工学、分析哲学、数理科学、環境科学、
システム科学、ネットワーク科学、文化進化、行動変容、
CSCW、創造性、集合知、STEAM教育

キーワード

研究領域の概要

　世の中には解かなければならない課題が山積していますが、コンピュー
タを使えば、どんな問題でもたちどころに解決できるというわけではありま
せん。たとえスパコンを使っても、原理的に解けない問題もあれば、宇宙
の寿命よりも長い時間をかけないと解けない問題もあります。バグのない
プログラムを正しく作成して、膨大なデータから意味のあるデータだけを
取り出して、本当に必要とする答えを妥当な時間で手に入れるには、どう
したらよいのでしょうか。こうした計算の安全性や正当性、妥当性はどのよ
うに保証したらよいのでしょうか。
　本研究領域は、情報科学の観点から、コンピュータサイエンス、数学、
人工知能、データサイエンスおよびその他関連分野を基礎理論から応用
に到るまで、横断的に研究・教育する学際的な研究領域であり、コン
ピューティング分野や人工知能の進化を推進することを目指しています。

コンピューティング科学研究領域
計算を科学し、計算できることの限界を知り、
膨大なデータから正しい結論を導く方法を明らかにする

研究領域の概要

　すべての科学技術の発展の裏には、計算機システムとネットワーク、す
なわちICT（Information and Communications Technology：情報
通信技術）の大幅な進歩があります。また、ICT投資が企業業績と密接
な関係があることも判明し、我が国の成長戦略の中心に位置づけられる
ようになってきました。こうした動きは、今後のIoT（Internet of Things）
化により、日常生活の基盤が「スマート社会基盤」となりICTシステムへ
の依存度を増すにつれ、ますます進むものと思われます。本領域では、
ICTシステムの根幹となる基盤技術の教育研究を推進しており、人材育
成や学術的な成果はもとより、産業界への貢献、標準化活動、政府の政
策決定に至るまで幅広く社会に貢献しています。

次世代デジタル社会基盤研究領域
未来の社会を実現し、人類の発展を支える
次世代情報システムの研究を推進

研究領域の概要

本研究領域は、深層学習や大規模言語モデルに基づき発展してきた
知能情報処理（AI）技術を深化させ、「深い理解や洞察力、価値判断、
倫理的な思考」を備える知性を科学し、人間の判断・意思決定・思考能
力・学習能力・共感・非認知能力・創造力を含む多面的な知性を拡張さ
せることを目指します。数値化・測定が難しい知性の原理や要素を明ら
かにする基礎研究を実施するとともに、先端科学技術を融合し、実世界
における暗黙知や知性を構造化し、知性の実現に向けたAI研究を深化
させることで、人類の知性を拡張するための方法論を確立します。具体的
なテーマとして人間の感情や感覚のモデルに基づき対話や協調作業を行
う知能処理の研究、人間とマルチモーダルなインタラクションを通じて
ユーザーの個性に適応する対話ロボット、触覚を認識し再現・生成する
次世代のソフトロボティクス基盤、自律駆動による科学研究プロセスの自
動化、批判的思考を育む支援技術の研究、人類の知性を拡張する技術
に関する研究を推進します。

AI・知性研究領域
人類の深遠な知性を解き明かし、
共に成長するAIを研究することで、
人類の知性を飛躍的に高める

研究領域の概要

本学は過去30 年にわたり、組織の最重要経営資源である知や知能の創造
とそれに基づく経営について研究・教育してきました。人工知能や各種ロボティ
クスの高度化で人間の能力をはるかに超える情報処理が可能になった今日、
組織の最重要経営資源は、そうした先端科学技術を駆使して、注意や推論を
用いて環境を捉え、適応・創造を目指す志向性（Intellect/知性）、自由・平和・
ウェルビーイング等、人類が追究する価値のあること（共通善）への創造的構
想実践力（Human wisdom/人類知性）に移っています。本研究領域は、前
身のトランスフォーマティブ知識経営研究が蓄積してきた、ウェルビーイングを
実感・追求できる社会構築のための変革的資源としての知識研究を高度に発
展します。そして知性を分析単位に、個人から組織やネットワーク、国家・地
球に至るまで、対象となるシステムや制度に発生する課題を捉え、その課題を
解決するための知性の創造・評価・デザインを研究します。

社会システムマネジメント研究領域
知性が組織を変え、社会を動かす
研究を通じて、人類知性の最前線へ
理論と実践で、新たな時代をデザイン

研究領域の概要

情報科学、暗号と情報セキュリティ、数理論理学、人工知能、
定理自動証明、形式手法、理論計算機科学、データサイエンス、
分散システム、アルゴリズム、情報理論

キーワード

知性科学、知性の計算理論、AI for Science、人間中心
AI、ヒューマン-AIインタラクション、知識構造化、自然言語処
理、マテリアルズインフォマティクス、ソフトロボティクス、フィジ
カルインテリジェンス、コンピュータグラフィックス、画像生成
AI、人間拡張、マルチモーダルインタラクション、社会的信号
処理

キーワード

スマートシティ、サイバーセキュリティ、IoT、インターネット、情
報システム、組込みシステム、ソフトウェアエンジニアリング、
形式手法、次世代ワイヤレス・センサー通信、超LSI設計法、
AIプラットフォーム

キーワード

知識マネジメント、技術経営、サービス経営、先端科学技術政
策、人類知性、システムデザイン、ウェルビーイング、公共の知
性、リスクイノベーション、災害マネジメント、都市計画、サステ
ナビリティ、循環経済、資源マネジメント、サービスデザイン人類
学、医療政策、ビジネスエスノグラフィ

キーワード



　私達の研究領域の目標は、人が外界やモノから感じ取るマルチモーダ
ルな知覚情報をどのように情報処理し、伝達しているのかを、情報科学を
中心として分野横断的アプローチから解明し、高次情報処理分野やロボ
ティクス分野に展開することにあります。そのため、本研究領域では、人と
人ならびに人と機械のコミュニケーションの理解を通じて、人の感覚知覚
メカニズムの解明、多感覚モダリティと人間行動理解、言語・非言語情
報の認識・理解、人間の思考プロセスとそのモデル化といった人間中心
の研究に取り組みます。さらに、機械工学・制御工学に基づくロボット技
術や、知覚・知能情報処理に基づく五感センシング技術、人・環境と適
応的に相互作用をする知的エージェントとしてのロボット工学といった工
学実装を中心とした研究に取り組みます。これらの多様な研究課題は、人
と機械の調和のとれた人間中心社会（Society 5.0）形成に貢献します。

人間情報学研究領域
人間の情報処理機構を解明し、
より高度な情報処理システムへと応用する

研究領域の概要

　私達の研究領域は、生命科学・医学・工学を融合させ、新しい医療技
術、診断技術、治療法を開発することを目指します。本領域では、疾患の
発症メカニズムの解明、医工学の革新、個別化医療の実現を軸に、材料
化学、ナノテクノロジーを駆使して課題解決に取り組みます。特に、細胞
治療、再生医療、ドラッグデリバリーシステム、ナノメディシンといった次
世代医療技術に焦点を当て、基礎研究と応用研究の橋渡しを行います。

メディカルサイエンス研究領域
未来を創る、医療材料イノベーションの最前線

研究領域の概要

　原子や分子を組み換え新しい物質や材料を生み出す化学は、現在に至
る物質文明を切り拓いてきた学問分野です。私達の研究領域は、 化学の
最先端の知識と技術を、人工知能や高度な分析機器といった新技術と融
合させることで、豊かな持続可能な社会に貢献する、物質化学のフロン
ティアの開拓に取り組んでいます。特に、新しい機能や優れた性能を示す
物質を化学の基本原理と応用技術、さらには 最先端の機器やコンピュー
タシミュレーションに基づいて設計し、化学製品やその製造プロセスとし
て世に送り出すことで社会に貢献します。最先端の化学の知識や融合的
なアプローチを駆使し、物質化学フロンティアの将来を担う優れた研究者
および技術者の育成に努めています。

物質化学フロンティア研究領域
物質化学のフロンティアを開拓し、
豊かで持続可能な社会に貢献する

研究領域の概要

私達の研究領域では、創発的ナノマテリアルの合成・成長、先端的手
法を用いた構造・物性解析とデバイス・センシング応用に取り組んでおり、
さらには、量子技術、人工知能や自動化・ロボットの導入によるマテリア
ルサイエンスの新展開を目指しています。物理、化学、バイオ、材料、電気・
電子、機械、情報など様々なバックグラウンドを持つ教員と学生が本研究
領域に集い、協奏的共同研究の推進を通して、環境・エネルギー問題の
解決、安心安全な社会の実現、人類社会の持続的繁栄に貢献すべく、マ
テリアルサイエンスのフロンティアを日々開拓しています。

生物は、タンパク質・核酸・生体膜・糖鎖などのバイオ分子を高度に
機能化・組織化することで、様々なバイオ機能を発揮しています。私達の
研究領域では、最先端のバイオテクノロジーに加え、JAIST独自のバイオ
分子解析技術・人工バイオ分子創出技術・バイオデバイス技術・遺伝子
編集技術・分子ロボティクス技術等を駆使して、分子レベルから細胞レベ
ルにおけるバイオ機能のさらなる理解を目指しています。また、それらのバ
イオ機能を利用・制御・拡張し、先端バイオテクノロジーをさらに発展さ
せることで、人類の健康・医療の発展に資するバイオメディカル・ヘルス
ケア分野への応用展開を行っています。産業界とも連携して、先端バイオ
テクノロジーの実用化・社会実装に積極的に取り組んでいます。

ナノマテリアル・デバイス研究領域
ナノマテリアル・デバイスの先端科学技術を究め、
ウェルビーイングな社会実現を目指す

研究領域の概要

バイオ機能医工学研究領域
バイオ機能の理解に基づく先端バイオテクノロジー研究と
バイオメディカル分野への応用展開

研究領域の概要

東京サテライトでの社会人教育

知覚・知能情報処理、社会的信号処理、マルチモダリティ、コ
ミュニケーション、教育・学習工学、ゲーム情報学、自然言語
処理、音声情報処理、画像・映像情報処理、ヒューマンインタ
フェース、知能ロボティックス

キーワード

バイオマテリアル、ドラッグデリバリーシステム、再生医療、ナノ
メディシン、精密医療、細胞治療技術、次世代がん治療、アン
チエイジング

キーワード

ナノ粒子×バイオ・エネルギー、ナノワイヤ×スピンデバイス、
二次元材料×先端顕微鏡、熱電材料、ナノイメージング×
分光、スピントロニクス×量子センシング、半導体エレクトロニ
クス×デバイス計測技術、有機デバイス×オペランド解析、太
陽電池×高寿命化、マテリアルサイエンス×DX・データ

キーワード

バイオテクノロジー、バイオメディカル、タンパク質、
DNA/RNA、生体膜、糖鎖、バイオ分子解析、人工バイオ分
子創出、バイオデバイス、遺伝子編集、分子ロボティクス

キーワード

カーボンニュートラル、ウェルビーイング、エネルギー関連材料、
環境調和材料、グリーンケミストリー、機能性ナノ材料、高分子、
触媒、マテリアルズ・インフォマティクス、先端機器分析

キーワード

東京サテライトでは、東京社会人コースと産学連携社会人コースの２つのコースを提供しています。
講義及び研究指導は石川キャンパス及び東京サテライトで実施します。一部の講義と研究指導は

オンライン形式でも提供します。東京サテライトは、アクセスしやすい「JR 品川駅港南口」に隣接し
ています。また、標準修業年限分の授業料で、標準修業年限を超えて一定期間にわたり計画的に
履修することができる「長期履修制度」、社会人に適した「平日夜間・土曜日曜集中開講」等、働き
ながら学べる生涯教育の環境を提供しています。
講義を通しての新しい知識の修得のみならず、博士前期課程では修士論文研究・課題研究を通

して、博士後期課程では博士論文研究を通して、文献調査力・論理的思考力・発想力を強化する
機会が得られます。さらに重要なことに、研究室指導や学生どうしの交流を通して、キャリアを築く
助けとなる人的ネットワークの構築の機会が得られます。
東京社会人コースは、博士前期課程及び博士後期課程学生向けで、知識科学・情報科学の修
士学位・博士学位を取得できます。自身の可能性を広げたい、企業等に働く社会人向けです。入学
前の研究実績を活かし、短期修了も可能です。
産学連携社会人コースは、博士後期課程学生向けで、知識科学・情報科学・マテリアルサイエ

ンスの博士学位を取得できます。本学との産学連携等、企業等の所属組織からの支援を通じて、
最短１年での短期修了を目指します。諸事情に応じ、標準修了や長期履修も可能です。
本格的な「論文研究と知的交流」に価値を置く生涯教育の実践の場、それがJAISTの社会人教
育です。



私達の研究領域の目標は、人が外界やモノから感じ取るマルチモーダ
ルな知覚情報をどのように情報処理し、伝達しているのかを、情報科学を
中心として分野横断的アプローチから解明し、高次情報処理分野やロボ
ティクス分野に展開することにあります。そのため、本研究領域では、人と
人ならびに人と機械のコミュニケーションの理解を通じて、人の感覚知覚
メカニズムの解明、多感覚モダリティと人間行動理解、言語・非言語情
報の認識・理解、人間の思考プロセスとそのモデル化といった人間中心
の研究に取り組みます。さらに、機械工学・制御工学に基づくロボット技
術や、知覚・知能情報処理に基づく五感センシング技術、人・環境と適
応的に相互作用をする知的エージェントとしてのロボット工学といった工
学実装を中心とした研究に取り組みます。これらの多様な研究課題は、人
と機械の調和のとれた人間中心社会（Society 5.0）形成に貢献します。

人間情報学研究領域
人間の情報処理機構を解明し、
より高度な情報処理システムへと応用する

研究領域の概要

私達の研究領域は、生命科学・医学・工学を融合させ、新しい医療技
術、診断技術、治療法を開発することを目指します。本領域では、疾患の
発症メカニズムの解明、医工学の革新、個別化医療の実現を軸に、材料
化学、ナノテクノロジーを駆使して課題解決に取り組みます。特に、細胞
治療、再生医療、ドラッグデリバリーシステム、ナノメディシンといった次
世代医療技術に焦点を当て、基礎研究と応用研究の橋渡しを行います。

メディカルサイエンス研究領域
未来を創る、医療材料イノベーションの最前線

研究領域の概要

　原子や分子を組み換え新しい物質や材料を生み出す化学は、現在に至
る物質文明を切り拓いてきた学問分野です。私達の研究領域は、化学の
最先端の知識と技術を、人工知能や高度な分析機器といった新技術と融
合させることで、豊かな持続可能な社会に貢献する、物質化学のフロン
ティアの開拓に取り組んでいます。特に、新しい機能や優れた性能を示す
物質を化学の基本原理と応用技術、さらには最先端の機器やコンピュー
タシミュレーションに基づいて設計し、化学製品やその製造プロセスとし
て世に送り出すことで社会に貢献します。最先端の化学の知識や融合的
なアプローチを駆使し、物質化学フロンティアの将来を担う優れた研究者
および技術者の育成に努めています。

物質化学フロンティア研究領域
物質化学のフロンティアを開拓し、
豊かで持続可能な社会に貢献する

研究領域の概要

　私達の研究領域では、創発的ナノマテリアルの合成・成長、先端的手
法を用いた構造・物性解析とデバイス・センシング応用に取り組んでおり、
さらには、量子技術、人工知能や自動化・ロボットの導入によるマテリア
ルサイエンスの新展開を目指しています。物理、化学、バイオ、材料、電気・
電子、機械、情報など様々なバックグラウンドを持つ教員と学生が本研究
領域に集い、協奏的共同研究の推進を通して、環境・エネルギー問題の
解決、安心安全な社会の実現、人類社会の持続的繁栄に貢献すべく、マ
テリアルサイエンスのフロンティアを日々開拓しています。

　生物は、タンパク質・核酸・生体膜・糖鎖などのバイオ分子を高度に
機能化・組織化することで、様々なバイオ機能を発揮しています。私達の
研究領域では、最先端のバイオテクノロジーに加え、JAIST独自のバイオ
分子解析技術・人工バイオ分子創出技術・バイオデバイス技術・遺伝子
編集技術・分子ロボティクス技術等を駆使して、分子レベルから細胞レベ
ルにおけるバイオ機能のさらなる理解を目指しています。また、それらのバ
イオ機能を利用・制御・拡張し、先端バイオテクノロジーをさらに発展さ
せることで、人類の健康・医療の発展に資するバイオメディカル・ヘルス
ケア分野への応用展開を行っています。産業界とも連携して、先端バイオ
テクノロジーの実用化・社会実装に積極的に取り組んでいます。

ナノマテリアル・デバイス研究領域
ナノマテリアル・デバイスの先端科学技術を究め、
ウェルビーイングな社会実現を目指す

研究領域の概要

バイオ機能医工学研究領域
バイオ機能の理解に基づく先端バイオテクノロジー研究と
バイオメディカル分野への応用展開

研究領域の概要

知覚・知能情報処理、社会的信号処理、マルチモダリティ、コ
ミュニケーション、教育・学習工学、ゲーム情報学、自然言語
処理、音声情報処理、画像・映像情報処理、ヒューマンインタ
フェース、知能ロボティックス

キーワード

バイオマテリアル、ドラッグデリバリーシステム、再生医療、ナノ
メディシン、精密医療、細胞治療技術、次世代がん治療、アン
チエイジング

キーワード

ナノ粒子×バイオ・エネルギー、ナノワイヤ×スピンデバイス、
二次元材料×先端顕微鏡、熱電材料、ナノイメージング×
分光、スピントロニクス×量子センシング、半導体エレクトロニ
クス×デバイス計測技術、有機デバイス×オペランド解析、太
陽電池×高寿命化、マテリアルサイエンス×DX・データ

キーワード

バイオテクノロジー、バイオメディカル、タンパク質、
DNA/RNA、生体膜、糖鎖、バイオ分子解析、人工バイオ分
子創出、バイオデバイス、遺伝子編集、分子ロボティクス

キーワード

カーボンニュートラル、ウェルビーイング、エネルギー関連材料、
環境調和材料、グリーンケミストリー、機能性ナノ材料、高分子、
触媒、マテリアルズ・インフォマティクス、先端機器分析

キーワード



▶　岡田 将吾（教授）　OKADA, Shogo（Prof.）
▶　ホ アン ヴァン（教授）　HO, Anh-Van（Prof.）
▶　西村 拓一（教授）　NISHIMURA, Takuichi（Prof.）
▶　宮田 一乘（教授）　MIYATA, Kazunori（Prof.）
▶　井之上 直也（准教授）　INOUE, Naoya（Assoc. Prof.）
▶　謝 浩然（准教授）　XIE, Haoran（Assoc. Prof.）
▶　本郷 研太（准教授）　HONGO, Kenta（Assoc. Prof.）
▶　伊集院 幸輝（講師）　IJUIN, Koki（Senior Lecturer）

2026年4月以降の研究領域所属教員一覧（2025年6月1日現在）
List of faculty members affiliated with research area after April 2026

AI知性研究領域
AI Wisdom Research Area

社会システムマネジメント研究領域
Social System Management Research Area

▶　伊藤 泰信（教授）　ITO, Yasunobu（Prof.）

データ社会メディア研究領域
Social Data and Media Research Area

コンピューティング科学研究領域
Computing Science Research Area

▶　池田 満（教授）　IKEDA, Mitsuru（Prof.） ▶　上原 隆平（教授）　UEHARA, Ryuhei（Prof.）

次世代デジタル社会基盤研究領域
Next-generation Digital Infrastructure Research
Area

人間情報学研究領域
Human Information Science Research Area

▶　西本 一志（教授）　NISHIMOTO, Kazushi（Prof.） ▶　グェン ミン レ（教授）　NGUYEN, Minh Le（Prof.）
▶　橋本 敬（教授）　HASHIMOTO, Takashi（Prof.） ▶　クルカスキー ブライアン（教授）　KURKOSKI, Brian Michael（Prof.）

▶　ダム ヒョウ チ（教授）　DAM, Hieu-Chi（Prof.） ▶　緒方 和博（教授）　OGATA, Kazuhiro（Prof.）

▶　小泉 周（教授）　KOIZUMI, Amane（Prof.）
▶　島田 淳一（教授）　SHIMADA, Junichi（Prof.）
▶　白肌 邦生（教授）　SHIRAHADA, Kunio（Prof.）
▶　永井 由佳里（副学長）　NAGAI, Yukari（Vice-President, Prof.）
▶　クサリ ジャバッド（准教授）　KOOHSARI, Javad（Assoc. Prof.）
▶　郷右近 英臣（准教授）　GOKON, Hideomi（Assoc. Prof.）
▶　ラム チ ユン（准教授）　LAM, Chi Yung（Assoc. Prof.）

▶　林 幸雄（教授）　HAYASHI, Yukio（Prof.） ▶　藤﨑 英一郎（教授）　FUJISAKI, Eiichiro（Prof.）

▶　ヒュン ナム ヤン（教授）　HUYNH, Nam Van（Prof.）
▶　シュワルツマン グレゴリー（准教授）
       SCHWARTZMAN, Gregory（Assoc. Prof.）

▶　藤波 努（教授）　FUJINAMI, Tsutomu（Prof.） ▶　髙木 翼（准教授）　TAKAGI, Tsubasa（Assoc. Prof.）
▶　由井薗 隆也（教授）　YUIZONO, Takaya（Prof.）

▶　白井 清昭（教授）　SHIRAI, Kiyoaki（Prof.）

▶　廣川 直（准教授）　HIROKAWA, Nao（Assoc. Prof.）
▶　金井 秀明（准教授）　KANAI, Hideaki（Assoc. Prof.） ▶　トラン ヴ ドゥック（講師）　TRAN, Vu Duc（Senior Lecturer）
▶　キム ウニョン（准教授）　KIM, Eunyoung（Assoc. Prof.）
▶　佐藤 俊樹（准教授）　SATO, Toshiki（Assoc. Prof.）
▶　中分 遥（准教授）　NAKAWAKE, Yo（Assoc. Prof.）
▶　日髙 昇平（准教授）　HIDAKA, Shohei（Assoc. Prof.）
▶　水本 正晴（准教授）　MIZUMOTO, Masaharu（Assoc. Prof.）
▶　吉岡 秀和（准教授）　YOSHIOKA, Hidekazu（Assoc. Prof.）
▶　ジャヴイッド アムナ（講師）　JAVED, Amna（Senior Lecturer）

▶　青木 利晃（教授）　AOKI, Toshiaki（Prof.） ▶　飯田 弘之（副学長）　IIDA, Hiroyuki（Vice-President, Prof.）
▶　井口 寧（教授）　INOGUCHI, Yasushi（Prof.） ▶　池田 心（教授）　IKEDA, Kokolo（Prof.）
▶　田中 清史（教授）　TANAKA, Kiyofumi（Prof.） ▶　鵜木 祐史（教授）　UNOKI, Masashi（Prof.）

▶　ベウラン ラズバン（准教授）　BEURAN, Razvan（Assoc. Prof.） ▶　木谷 俊介（特任准教授）　KIDANI, Shunsuke（Research Assoc. Prof.）

▶　シュエ ジュウシュエン（講師）　HSUEH, Chu-Hsuan（Senior Lecturer）

▶　宇多 仁（准教授）　UDA, Satoshi（Assoc. Prof.） ▶　浅野 文彦（准教授）　ASANO, Fumihiko（Assoc. Prof.）
▶　鈴木 正人（准教授）　SUZUKI, Masato（Assoc. Prof.） ▶　池 勇勳（准教授）　JI, Yonghoon（Assoc. Prof.）
▶　冨田 尭（准教授）　TOMITA, Takashi（Assoc. Prof.） ▶　吉高 淳夫（准教授）　YOSHITAKA, Atsuo（Assoc. Prof.）

▶　ホ ツイウェイ（講師）　HE, Cuiwei（Senior Lecturer）
▶　ケードキャートカチョーン ナッタウット（講師）
       KERTKEIDKACHORN, Natthawut（Senior Lecturer）

▶　丹 康雄（教授）　TAN, Yasuo（Prof.）
▶　リム 勇仁（教授）　LIM, Yuto（Prof.） ▶　チョン ナクヨン（教授）　CHONG, Nak-Young（Prof.）
▶　石井 大輔（准教授）　ISHII, Daisuke（Assoc. Prof.） ▶　長谷川 忍（教授）　HASEGAWA, Shinobu（Prof.）



▶　高橋 麻里（講師）　TAKAHASHI, Mari（Senior Lecturer）

▶　村田 英幸（教授）　MURATA, Hideyuki（Prof.） ▶　平塚 祐一（准教授）　HIRATSUKA, Yuichi（Assoc. Prof.）
▶　赤堀 誠志（准教授）　AKABORI, Masashi（Assoc. Prof.） ▶　山口 拓実（准教授）　YAMAGUCHI, Takumi（Assoc. Prof.）
▶　安 東秀（准教授）　AN, Toshu（Assoc. Prof.） ▶　廣瀬 大亮（講師）　HIROSE, Daisuke（Senior Lecturer）

▶　鈴木 寿一（教授）　SUZUKI, Toshi-kazu（Prof.） ▶　芳坂 貴弘（教授）　HOHSAKA, Takahiro（Prof.）
▶　高村 由起子（教授）　YAMADA-TAKAMURA, Yukiko（Prof.） ▶　筒井 秀和（准教授）　TSUTSUI, Hidekazu（Assoc. Prof.）
▶　前之園 信也（教授）　MAENOSONO, Shinya（Prof.） ▶　濵田 勉（准教授）　HAMADA, Tsutomu（Assoc. Prof.）

▶　鄭 主恩（教授）　CHUNG, Joo Eun（Prof.） ▶　松見 紀佳（教授）　MATSUMI, Noriyoshi（Prof.）

▶　大島 義文（教授）　OSHIMA, Yoshifumi（Prof.） ▶　大木 進野（教授）　OHKI, Shinya（Prof.）

ナノマテリアル・デバイス研究領域
Nanomaterials and Devices Research Area

▶　山本 裕子（准教授）　YAMAMOTO, Yuko S.（Assoc. Prof.）
▶　麻生　浩平（講師）　ASO, Kohei（Senior Lecturer）

▶　篠原 健一（准教授）　SHINOHARA, Ken-ichi（Assoc. Prof.）
▶　西村 俊（准教授）　NISHIMURA, Shun（Assoc. Prof.）

▶　大平 圭介（教授）　OHDAIRA, Keisuke（Prof.） ▶　高村 禅（教授）　TAKAMURA, Yuzuru（Prof.）
▶　小矢野 幹夫（教授）　KOYANO, Mikio（Prof.）

▶　前田 健作（講師）　MAEDA, Kensaku（Senior Lecturer）

▶　西田 慶（講師）　NISHIDA, Kei（Senior Lecturer） ▶　山口 政之（教授）　YAMAGUCHI, Masayuki（Prof.）

メディカルサイエンス研究領域
Medical Science Research Area

物質化学フロンティア研究領域
Materials Chemistry Frontiers Research Area

▶　栗澤 元一（教授）　KURISAWA, Motoichi（Prof.） ▶　後藤 和馬（教授）　GOTOH, Kazuma（Prof.）

▶　藤本 健造（教授）　FUJIMOTO, Kenzo（Prof.）

バイオ機能医工学研究領域
Bioscience, Biotechnology, and Biomedical
Engineering Research Area

▶　上田 純平（准教授）　UEDA, Jumpei（Assoc. Prof.）
▶　桶葭 興資（准教授）　OKEYOSHI, Kosuke（Assoc. Prof.）

▶　都 英次郎（教授）　MIYAKO, Eijiro（Prof.） ▶　谷池 俊明（教授）　TANIIKE, Toshiaki（Prof.）
▶　松村 和明（教授）　MATSUMURA, Kazuaki（Prof.） ▶　長尾 祐樹（教授）　NAGAO, Yuki（Prof.）
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